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〈研究・調査報告〉

医療福祉系専門職養成校における 
加齢性難聴に関する教育の現状

―国家試験出題基準と教科書の記載を手がかりとして―

佐　野　智　子　・　小　川　智　子
森　田　恵　子　・　長　田　久　雄

【要旨】

本研究の目的は、医療福祉系専門職養成校における加齢性難聴に関する教育の現状を、各資

格の出題基準と教科書から明らかにすることである。理学療法士・作業療法士、社会福祉士・

精神保健福祉士、介護福祉士、看護師資格の国家試験出題基準とテキストから高齢期の聴覚障

害と高齢難聴者とのコミュニケーションに関連する項目を抜き出し、養成校で行われている加

齢性難聴や難聴高齢者とのコミュニケーションに関する教育の現状を検討した。94冊の教科

書のうち、該当する項目があったのは24冊であった。国家試験の出題範囲と24冊の教科書を

分析した結果、これらの資格に共通した項目は、聞こえの仕組みや難聴の種類であった。一

方、高齢者の生活を援助・ケアする介護福祉士と看護師では、難聴高齢者とのコミュニケー

ションに関する項目が含まれていたが、その他の資格では含まれていなかった。出題基準と教

科書の結果は一致しており、教科書が出題範囲をよく反映していたことが確認できた。実際の

教育がどのように行われているかは、今後の課題として残された。

キーワード：加齢性難聴、コミュニケーション、医療福祉系専門職教育、テキスト、国家試

験出題基準

１．はじめに

日本の65歳以上人口は、3,625万人を超え（総務省統計局，2024）、高齢化率は29.3％と過

去最高を示している。加齢に伴い難聴者の割合は上昇し、75歳以上では約 7 割が難聴である

と推計されていることや（内田ら，2012）、2025年には団塊の世代がすべて後期高齢者となる

ことからも、今後、難聴高齢者の急増が予想される。また、高齢期には医療機関への受診が増

えることから、医療福祉専門職が、難聴高齢者と接する機会は増加すると考えられる。しか

し、看護師は業務の種別に係わらず、高齢難聴患者に対する看護の困難さを抱えている（森

田，2018）。一般に難聴に関する知識は十分ではなく、難聴者とのコミュニケーションに困難
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を抱えていることは、全国自治体職員を対象とした調査（佐野ら，2020；Sano et al., 2024）で

も明らかになっていることから、他の医療福祉専門職も同様の状態であると考えられる。

医療福祉系専門職を目指す学生も困難を抱えている。例えば、山本ら（2019）によれば、患

者とのコミュニケーションに困難が「ある」「どちらかといえばある」と回答した看護学生は

66.7％存在した。看護学生が患者とのコミュニケーションで感じる困難に関する髙野（2024）

の文献レビューによれば、看護学生が感じた困難は、老年看護学の領域が最も多く、「難聴の

老年者とのコミュニケーションが難しい」が「認知症の高齢者とのコミュニケーションが難し

い」と同数で最も多かった。この「かかわりの困難さ」は他の医療専門職を目指す学生にも内

在する可能性が指摘されている（清水，2007）。藤澤ら（2017）によれば、医療系学生は臨床

実習において教員やスタッフが想像する以上のストレスを感じており、きめ細やかなサポート

が必要とある。したがって、難聴高齢者とのコミュニケーションに関しては、実習ではじめて

体験しながら学ぶよりも、事前に必要な知識やコミュニケーションの工夫を体系的に学ぶこと

が望ましい。それにより実習生および難聴高齢患者のストレスを低減することが可能である。

しかし、各専門職養成校において、難聴理解と対応の質向上のための学習が含まれているかは

不明である。

そこで本研究では、現状把握のため、医療福祉専門職の養成校では、加齢性難聴や難聴高齢

者とのコミュニケーションがどの程度扱われているかを、各資格の国家試験出題基準と教科書

を手掛かりとして分析する。

２．目的と方法

２．１　本研究の目的

本研究の目的は、医療福祉系養成校における加齢性難聴に関する教育の現状を、各資格の出

題基準と教科書から明らかにすることである。

２．２　方法

２．２．１　分析対象

分析対象は、理学療法士・作業療法士、社会福祉士・精神保健福祉士、介護福祉士、看護師

の国家試験出題基準と教育で用いられる教科書である。理学療法士・作業療法士に関しては、

医学書院の「標準理学療法学シリーズ」14冊、「標準理学療法学・作業療法学シリーズ」11冊、

メジカルビュー社の「Crosslink　理学療法学テキスト」12冊、金原出版の「PT・OTのための

臨床技能とOSCE」2 冊の計39冊、社会福祉士・精神保健福祉士および介護福祉士に関しては、

中央法規出版の「最新社会福祉養成講座」「精神保健福祉養成講座」の29冊、「介護福祉養成

講座」15冊を確認した。看護師に関しては、加齢性難聴は看護学教育において、老年看護学

で教授されることが多いため、「老年看護学」のテキスト 6 社11冊を対象とした。
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２．２．２　分析方法

各国家資格の出題基準で「加齢性難聴」「聴覚障害」に関連する項目を検索し、一覧表にま

とめる。また、各教科書に「加齢性難聴／老人性難聴」「聴覚障害」「コミュニケーション」に

関する記述を確認し、それを一覧表に抜き出し、扱われている内容を分析する。

３．結果と考察

３．１　出題基準について

各国家資格の出題基準で「加齢性難聴」「老人性難聴」で検索をしたが、いずれの出題基準

にも含まれていなかった。「聴覚障害」「聴覚」に関連する科目を抜き出した（表 1）。理学療

法士（PT）・作業療法士（OT）、社会福祉士（SW）・精神保健福祉士（PSW）では、障害の概

要に関しては若干の記述はあるものの聴覚障害者とのコミュニケーションに関する記述は、出

題範囲からは読み取れなかった。一方、介護福祉士と看護師に関しては、聴覚障害の概要のほ

かに高齢者の特性に応じたコミュニケーションの項目があった。介護福祉士も看護師も難聴高

齢者の日常生活をケアする役割があるためと考えられ、各資格の特徴が表れていた。

表 1 　高齢期の聴覚障害に関連する各国家資格の出題範囲

資格 分野 大項目 中項目 小項目

PT・OT

Ⅰ人体の構造と機能及び

心身の発達
2 生理学 D感覚、認知 d聴覚、平衡覚

Ⅱ疾病と障害の成り立ち

及び回復過程の促進

4 リハビリテーション医

学

C機能障害の評価とリハ

ビリテーション
l聴覚障害

9 中枢神経の障害と臨床

医学

E栄養、薬剤、その他の

治療
g視覚・聴覚障害

SW・PSW ①医学概論
4 疾病と障害の成り立ち

及び回復過程
3）障害の概要 聴覚障害

⑧障害者福祉 1 障害概念と特性 2）障害者の定義と特性 聴覚障害

介護福祉士

コミュニケーション技術
3 障害の特性に応じたコ

ミュニケーション

1  ）障害の特性に応じた

コミュニケーションの

実際

聴覚・言語障害のある人

とのコミュニケーション

発達と老化の理解

1 人間の成長と発達の基

礎的理解
3）老年期の基礎的理解 老化の特徴

2 老化に伴うこころとか

らだの変化と生活

3  ）高齢者に多い症状・

疾患の特徴と生活上の

留意点

高齢者に多い疾患

看護師

人体の構造と機能 5 感覚器系 C聴覚
外耳・中耳・内耳の構

造、音の伝播、聴力

疾病の成り立ちと回復の

促進
12神経機能

C感覚器系の疾患の病態

と診断・治療
聴覚障害

成人看護学
18感覚機能障害のある患

者の看護

A原因と障害の程度のア

セスメントと看護
聴覚障害

老年看護学

3 高齢者の健康
B老年期における身体機

能の変化
感覚器系

5 高齢者の生活を支える

看護

A高齢者のコミュニケー

ションの特徴と援助

高齢者のコミュニケー

ションの特徴、身体機

能・認知機能・個性に応

じたコミュニケーション

の方法
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３．２　教科書分析結果

全94冊の教科書を確認し、「高齢期の難聴」および「難聴高齢者とのコミュニケーション」

に関連する記述があったものは24冊だった。それぞれの関連項目を表にまとめた（表 2）。

理学療法士・作業療法士（PT・OT）については、『生理学』のテキストで、耳の構造と機

能、難聴の種類について説明していた。『高齢者理学療法学』『老年学』では、高齢者の感覚機

能の加齢変化として「老人性難聴」による聴力の低下について10行前後で説明されていた。

『高齢者理学療法学』では、難聴は認知症の修正可能な危険因子であるとの説明もあった。『老

年学』では、補聴器や会話での留意点、人工内耳などに関する記述もあった。『日常生活活動

学・生活環境学』では、聴覚障害者用機器として、補聴器、受話器タイプの支援機器、アプリ

の紹介があった。『コミュニケーションと介助・検査測定編』では、難聴がある患者に対して

は、「声量を大きく」「声のトーンとスピードを抑える」「マスクの使用を控える」などのコ

ミュニケーションのコツが述べられていた。

社会福祉士・精神保健福祉士（SW・PSW）に関しては、全29冊中『医学概論』『障害者福

祉』『高齢者福祉』の 3 冊のみに若干の記述があった（表 2）。『医学概論』では、耳鼻咽喉疾

患に関する 8 行ほどの概略に続き、聴覚障害の分類と説明があり、そのひとつに「老人性難

聴」があった。『障害者福祉』では、聴覚障害についての二次的な問題や聴覚障害者福祉の歴

史について説明があり、福祉資格の特徴が表れていた。『高齢者福祉』では、加齢変化として

聴覚の変化について 2 行程度の説明があるのみであった。難聴者とのコミュニケーションに関

しては、全く記載がなかった。

介護福祉士に関しては、15冊中 5 冊、『こころとからだのしくみ』『発達と老化の理解』『コ

ミュニケーション技術』『生活支援技術Ⅲ』『障害の理解』で記述があった。PT/OT、SW・

PSWのテキストでは、数行から多くても 1 ページ半程度であったが、介護福祉士のこれらの

テキストは 7 ページに及ぶ説明もあり、記述量は多かった。さらに、難聴高齢者の支援に関し

て、事例を用いて説明しているテキストが 2 冊あった。いずれの教科書にも述べられていたこ

とは、聞こえの仕組みと聴覚障害の分類であった。『発達と老化の理解』で老化に伴う聴力変

化とそれによる語音明瞭度の低下、聞こえにくい場面、コミュニケーションの工夫が述べられ

ている。『コミュニケーション技術』『生活支援技術Ⅲ』では、コミュニケーションの手段とし

て、口話、読話、手話、指文字、筆談、補聴器などについて記述があった。また、この 2 冊に

事例が載っており、より具体的に学ぶことができる。『コミュニケーション技術』では、聴覚

障害者のための環境調整として、テレビを消す、窓を閉めるなどの具体的な対策が図示されて

いるほか、聴覚障害者への伝え方のポイントが箇条書きにしてある。『生活支援技術Ⅲ』では、

介護者が注意すべき補聴器の取り扱いの留意点についても具体的に示しているほか、介護福祉

職も聴覚障害者理解のために、補聴器を実際につけて試してみることも勧めている。さらに家

族へのかかわりについても、聴覚障害を理解できるよう支援するといった記述もあった。
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明
。

②
第

4
章

の
加

齢
に

伴
う

変
化

：
精

神
心

理
面

の
と

こ
ろ

で
、

聴
力

低
下

の
特

徴
と

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

上
の

困
難

及
び

危
険

回
避

の
低

下

に
な

り
や

す
い

点
を

説
明

。

③
聴

力
低

下
の

傾
向

、
男

女
差

、
聴

力
低

下
の

要
因

（
騒

音
暴

露
、

薬
物

、

全
身

的
基

礎
疾

患
、

加
齢

変
化

）
、

語
音

聴
力

の
低

下
。

④
D
高

齢
者

の
耳

鼻
咽

喉
疾

患
　

1
老

人
性

難
聴

と
高

齢
者

の
難

聴
で

、

加
齢

性
難

聴
の

説
明

の
ほ

か
に

、
補

聴
器

や
会

話
で

の
留

意
点

、
人

工

内
耳

に
関

す
る

記
述

。

①
12

行

②
18

行

③
16

行

④
41

行

5
PT

／
O

T

PT
・

O
T
　

標

準
理

学
療

法

学
・

作
業

療
法

学
　

専
門

基
礎

分
野

PT
・

O
Tの

た
め

の
臨

床
技

能
と

O
SC

E
　

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と

介
助

・
検

査
測

定
編

第
2
版

補
訂

版

監
修

　
才

藤
 栄

一
20

20
金

原
出

版
3
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

37
-3

8

臨
床

の
コ

ツ
と

し
て

、
難

聴
が

あ
る

患
者

に
対

し
て

は
、

声
量

を
大

き
く

し
、

声
の

ト
ー

ン
と

話
す

ス
ピ

ー
ド

を
抑

え
る

。
ま

た
、

一
文

を
短

く
し

た
り

、
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

交
え

た
り

す
る

こ
と

で
内

容
が

伝
わ

り
や

す
く

な
る

。
聞

こ
え

や
す

い
側

が
あ

れ
ば

、
そ

ち
ら

側
に

移
動

し
て

話
を

す
る

と
よ

い
。

マ
ス

ク
の

使
用

は
、

声
だ

け
で

な
く

、
表

情
の

伝
達

も
妨

げ
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
う

え
で

は
不

利
と

な
る

た
め

、
極

力
使

用
を

控
え

る
。

感
染

予
防

の
た

め
に

使
用

す
る

場
合

は
、

そ
の

旨
を

あ
ら

か
じ

め
伝

え
る

と
よ

い
。

3
行

2
行

6
SW

／
PS

W

社
会

福
祉

士
養

成
講

座
／

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
講

座
共

通
科

目

医
学

概
論

一
般

社
団

法
人

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

教
育

学

校
連

盟
編

20
21

中
央

法
規

第
6
章

　
疾

病
と

障
害

お
よ

び
そ

の
予

防
・

治

療
・

予
後

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

①
第

12
節

　
耳

鼻
咽

喉
疾

患
、

聴
覚

障
害

、

平
衡

機
能

障
害

に
約

3
ペ

ー
ジ

に
わ

た
り

聴

覚
障

害
に

関
連

す
る

記
述

あ
り

。

②
第

17
節

　
高

齢
者

に
多

い
疾

患
　

難
聴

の

記
述

の
み

あ
り

①
16

9-
17

6
②

20
3

①
耳

鼻
咽

喉
疾

患
の

概
要

を
説

明
し

た
う

え
で

、
聴

覚
障

害
の

分
類

（
部

位
に

よ
る

分
類

：
伝

音
難

聴
、

感
音

難
聴

、
混

合
難

聴
、

発
症

時
期

に

よ
る

分
類

：
先

天
性

、
後

天
性

）
に

つ
い

て
解

説
。

聴
覚

障
害

の
症

状

と
し

て
、

耳
鳴

や
補

充
現

象
が

あ
る

こ
と

も
述

べ
て

い
る

。
障

害
の

程

度
に

よ
り

身
体

障
害

者
手

帳
の

給
付

対
象

と
な

り
、

補
聴

器
の

支
給

が

受
け

ら
れ

る
こ

と
も

述
べ

て
い

る
。

 
 

　
老

人
性

難
聴

に
関

し
て

、
内

耳
の

加
齢

変
化

で
、

感
音

難
聴

で
高

音

中
心

の
難

聴
、

左
右

両
方

、
語

音
明

瞭
度

の
低

下
、

耳
鳴

を
伴

う
な

ど

の
特

徴
が

記
述

さ
れ

て
い

る
。

補
聴

器
装

用
を

考
慮

し
、

耳
鼻

科
受

診

が
望

ま
し

い
こ

と
、

難
聴

は
認

知
症

の
危

険
因

子
の

ひ
と

つ
な

ど
も

説

明
さ

れ
て

い
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

大
声

で
話

す

の
で

は
な

く
、

ゆ
っ

く
り

、
は

っ
き

り
と

話
す

と
い

っ
た

工
夫

が
紹

介

さ
れ

て
い

る
。

②
廃

用
症

候
群

の
説

明
の

図
に

「
難

聴
」

の
表

記
あ

り
。

難
聴

に
関

す
る

説
明

は
特

に
な

し
。

①
聴

覚
障

害
全

般
に

つ
い

て
　

53
行

、
  

老
人

性
難

聴
に

つ

い
て

　
12

行



－ 88 －

N
o.

資
格

分
類

本
の

タ
イ

ト
ル

編
者

出
版

年
出

版
社

章
ペ

ー
ジ

記
述

ま
と

め
記

述
量

7
SW

／
PS

W

社
会

福
祉

士
養

成
講

座
/精

神

保
健

福
祉

士
養

成
講

座
共

通
科

目

障
害

者
福

祉

一
般

社
団

法
人

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

教
育

学

校
連

盟
編

20
21

中
央

法
規

①
第

1
章

　
障

害
概

念
と

特
性

2．
身

体
障

害
の

特
性

と
支

援
内

容
　

3
聴

覚

障
害

②
第

3
章

　
障

害
者

福
祉

の
歴

史
　

第
1
節

障

害
者

処
遇

の
変

遷
　

2
聴

覚
障

害
者

3
戦

前
・

戦
中

の
障

害
者

の
処

遇
　

2
聴

覚
障

害
者

①
6-

7
②

52
-5

3

①
聴

覚
障

害
に

関
し

て
、

分
類
（

伝
音

性
難

聴
と

感
音

性
難

聴
）

の
説

明

と
二

次
的

障
害

の
説

明
。

先
天

性
や

早
期

の
聴

覚
障

害
の

場
合

、
言

語

獲
得

の
課

題
が

あ
り

、
そ

の
手

段
に

は
口

語
、

手
話

、
残

存
聴

力
の

活

用
（

補
聴

器
・

人
工

内
耳

）
が

解
説

さ
れ

て
い

る
。

補
聴

器
を

使
用

し

て
も

体
調

に
よ

り
聞

こ
え

が
悪

く
な

る
た

め
、

周
囲

の
サ

ポ
ー

ト
が

必

要
な

こ
と

を
述

べ
て

い
る

。
 

 
　

聴
覚

障
害

者
は

周
囲

か
ら

の
理

解
が

不
足

し
が

ち
で

あ
り

、
誤

解
を

さ
れ

る
こ

と
や

、
災

害
時

に
情

報
が

伝
わ

り
に

く
い

こ
と

を
述

べ
て

い

る
。

た
だ

し
、

高
齢

期
の

難
聴

に
つ

い
て

は
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
。

②
聴

覚
障

害
者

福
祉

の
歴

史
に

つ
い

て
述

べ
ら

れ
て

い
る

。

①
聴

覚
障

害
に

つ
い

て
　

12
行

②
聴

覚
障

害
者

福
祉

の
歴

史
に

つ
い

て
　

25
行

8
SW

社
会

福
祉

士
養

成
講

座
専

門
科

目

高
齢

者
福

祉

一
般

社
団

法
人

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

教
育

学

校
連

盟
編

20
21

中
央

法
規

第
1
章

　
高

齢
者

と
少

子
高

齢
社

会
　

第
1
節

　

高
齢

者
の

定
義

と
特

性
7

表
1-

2　
高

齢
者

の
身

体
器

官
の

加
齢

現
象

・
機

能
的

変
化

に
伴

う
疾

患

に
感

覚
器

系
の

聴
覚

の
と

こ
ろ

で
、

血
液

循
環

の
障

害
に

よ
り

、
高

音
域

が
聞

き
取

り
に

く
い

と
説

明
あ

り
。

2
行

9
介

護
福

祉
士

介
護

福
祉

士
養

成
講

座

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

し

く
み

介
護

福
祉

士
養

成
講

座

編
集

委
員

会
20

19
中

央
法

規

①
第

2
章

か
ら

だ
の

し
く

み
を

理
解

す
る

　
第

1
節

　
か

ら
だ

の
し

く
み

　
（

2）
平

衡
聴

覚
器

②
第

4
章

　
み

じ
た

く
に

関
連

し
た

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

し
く

み

①
48

②
11

8-
11

9

①
平

衡
聴

覚
器

の
説

明
で

、
平

衡
感

覚
と

聴
覚

に
関

し
て

、
外

耳
か

ら
内

耳
ま

で
の

構
造

と
機

能
に

つ
い

て
を

簡
潔

に
説

明
し

て
い

る
。

②
耳

の
構

造
と

機
能

に
つ

い
て

、
外

耳
、

中
耳

、
内

耳
、

音
の

伝
わ

り
方

に
分

け
て

説
明

し
て

い
る

。

①
13

行

②
20

行

10
介

護
福

祉
士

介
護

福
祉

士
養

成
講

座
発

達
と

老
化

の
理

解
介

護
福

祉
士

養
成

講
座

編
集

委
員

会
20

19
中

央
法

規

第
4
章

　
老

化
に

と
も

な
う

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ

の
変

化
と

生
活

①
第

1
節

　
老

化
に

と
も

な
う

身
体

的
な

変
化

と
生

活
へ

の
影

響
（

2）
聴

覚
機

能
の

変
化

②
第

2
節

　
老

化
に

と
も

な
う

心
理

的
な

変
化

と
生

活
へ

の
影

響
（

2）
聴

覚
機

能
の

変
化

③
第

5
章

　
高

齢
者

と
健

康
　

第
3
節

高
齢

者

に
多

い
疾

患
・

症
状

と
生

活
上

の
留

意
点

2
耳

の
疾

患

①
12

2-
12

4
②

14
4-

14
5

③
22

5-
22

6

①
加

齢
に

伴
う

聴
力

変
化

を
「

聴
覚

系
の

変
化

」
及

び
「

加
齢

に
よ

る
聴

力
レ

ベ
ル

の
変

化
」

の
図

を
用

い
て

説
明

。
聞

こ
え

の
特

徴
や

音
源

定

位
が

困
難

に
な

る
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
 

 
ま

た
、

伝
音

難
聴

は
補

聴
器

の
使

用
に

よ
り

聞
こ

え
や

す
く

な
る

と
記

述
。

②
高

齢
者

の
難

聴
は

感
音

性
が

多
い

こ
と

、
語

音
明

瞭
度

の
低

下
や

補
充

現
象

に
つ

い
て

も
説

明
。

雑
音

が
多

い
と

こ
ろ

で
の

聞
こ

え
に

く
さ

を

述
べ

、
聞

き
取

れ
て

い
な

い
こ

と
が

あ
る

こ
と

や
誤

解
す

る
場

合
が

あ

る
こ

と
を

説
明

。
難

聴
の

高
齢

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

法
と

し

て
、

大
き

す
ぎ

る
声

よ
り

も
は

っ
き

り
・

ゆ
っ

く
り

と
話

す
こ

と
が

有

効
と

述
べ

て
い

る
。

ま
た

、
大

き
な

声
で

話
を

す
る

こ
と

で
、

高
齢

者

の
自

尊
心

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

も
あ

る
と

解
説

。

③
加

齢
性

難
聴

の
概

要
、

原
因

、
症

状
に

つ
い

て
説

明
。

高
音

域
か

ら

徐
々

に
聞

こ
え

に
く

く
な

る
の

で
、

本
人

は
気

づ
か

な
い

こ
と

が
あ

り
、

耳
鳴

り
や

会
話

の
途

中
で

聞
き

返
し

た
り

が
徴

候
と

し
て

あ
げ

ら
れ

る
。

周
囲

の
環

境
を

調
整

し
、

気
持

ち
の

負
担

を
軽

減
す

る
配

慮
が

必
要

。

耳
鳴

り
に

は
薬

物
療

法
が

あ
る

。

①
15

行

②
28

行

③
26

行

11
介

護
福

祉
士

介
護

福
祉

士
養

成
講

座

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

技
術

介
護

福
祉

士
養

成
講

座

編
集

委
員

会
20

19
中

央
法

規

第
3
章

　
対

象
者

の
特

性
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

2
難

聴
・

聴
覚

障
害

の
あ

る
人

へ
の

支
援

85
-9

1

①
聴

覚
障

害
の

分
類

（
伝

音
性

、
感

音
性

、
混

合
性

、
先

天
性

、
後

天
性

）

と
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

、
お

よ
び

加
齢

性
難

聴
の

4
つ

の
特

徴
（

高
い

音

が
聞

こ
え

に
く

い
、

両
側

性
、

方
向

弁
別

困
難

、
補

充
現

象
）

の
解

説
。

日
常

生
活

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

支
障

と
し

て
、

音
が

聞
こ

え
な

い

こ
と

に
よ

る
支

障
（

風
の

音
虫

の
声

な
ど

も
聞

こ
え

ず
、

孤
独

感
や

喪

失
感

に
つ

い
て

も
述

べ
て

い
る

）
、

高
い

音
が

聞
こ

え
な

い
こ

と
に

よ
る

支
障

と
し

て
、

電
子

レ
ン

ジ
や

携
帯

の
ア

ラ
ー

ム
音

な
ど

の
生

活
音

が

聞
こ

え
な

い
こ

と
を

説
明

。
女

性
や

子
ど

も
の

声
が

聞
き

取
り

に
く

く
、

介
護

者
が

「
高

い
声

」
で

話
し

か
け

る
と

、
聞

き
取

り
に

く
い

と
記

述

さ
れ

て
い

る
。

続
い

て
、

音
の

方
向

が
わ

か
り

に
く

い
こ

と
に

よ
っ

て
、

カ
ク

テ
ル

パ
ー

テ
ィ

現
象

が
苦

手
。

②
聴

覚
障

害
の

あ
る

人
に

対
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
基

本
的

対
応

と
し

て
、

手
話

や
口

話
、

筆
談

、
補

聴
器

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
環

境
、

伝
え

方
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

解
説

し
て

い
る

。
 

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

環
境

の
重

要
性

を
述

べ
、

雑
音

を
消

す
こ

と
を

勧
め

て
い

る
。

伝
え

方
の

ポ
イ

ン
ト

を
表

で
示

し
解

説
を

し
て

い
る

。

③
最

後
に

事
例

に
つ

い
て

解
説

し
、

聴
覚

障
害

の
あ

る
人

が
入

所
し

た
場

合
、

補
聴

器
を

確
認

す
る

こ
と

、
使

用
前

に
耳

鼻
科

医
、

補
聴

器
専

門

医
、

言
語

聴
覚

士
な

ど
の

専
門

家
に

調
整

を
し

て
も

ら
う

こ
と

や
、

認

知
機

能
の

低
下

し
た

難
聴

高
齢

者
へ

の
対

応
に

つ
い

て
も

解
説

。

合
計

7
ペ

ー
ジ

①
聴

覚
障

害
の

特
徴

と
生

活
へ

の
支

障
　

3
ペ
ー
ジ
（

50
行
）

②
聴

覚
障

害
の

あ
る

人
に

対
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
技

術
　

3
ペ

ー

ジ
（

51
行

）

③
事

例
を

通
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
支

援
を

考
え

る
　

1.
2ペ

ー
ジ

（
34

行
）



－ 89 －

N
o.

資
格

分
類

本
の

タ
イ

ト
ル

編
者

出
版

年
出

版
社

章
ペ

ー
ジ

記
述

ま
と

め
記

述
量

12
介

護
福

祉
士

介
護

福
祉

士
養

成
講

座
生

活
支

援
技

術
Ⅲ

介
護

福
祉

士
養

成
講

座

編
集

委
員

会
20

19
中

央
法

規
第

2
章

　
障

害
に

応
じ

た
生

活
支

援
技

術
Ⅰ

第
3
節

　
聴

覚
・

言
語

障
害

に
応

じ
た

介
護

46
-5

5

①
聞

こ
え

の
仕

組
み

と
難

聴
の

種
類

（
伝

音
性

、
感

音
性

、
混

合
性

）
の

説
明

、
音

の
大

き
さ

の
説

明
、

聴
覚

障
害

者
の

数
と

分
類

（
ろ

う
者

、

中
途

失
聴

者
、

難
聴

者
、

も
う

ろ
う

者
）
、

補
聴

器
の

使
用

上
の

留
意

点

（
1
補

聴
器

の
電

池
が

切
れ

て
い

な
い

か
、

2
耳

栓
が

ぴ
っ

た
り

耳
に

入
っ

て
い

る
か

、
3
水

に
ぬ

れ
て

い
な

い
か

を
確

認
）
、

補
聴

器
の

管
理

で
耳

鼻
咽

喉
科

の
医

師
や

補
聴

器
専

門
店

と
の

連
携

の
必

要
性

、
補

聴

器
使

用
者

へ
は

、
大

き
な

声
や

音
を

出
さ

な
い

な
ど

の
記

述
も

あ
る

。

ま
た

、
介

護
福

祉
職

も
聴

覚
障

害
者

へ
の

理
解

の
た

め
に

、
補

聴
器

を

実
際

に
つ

け
て

試
し

て
み

る
こ

と
を

勧
め

て
い

る
。

②
生

活
上

の
困

り
ご

と
の

節
で

は
、

主
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段

（
口

話
、

読
話

、
手

話
、

指
文

字
、

筆
談

、
空

書
、

要
約

筆
記

）
に

つ
い

て
説

明
が

あ
る

。
 

 
支

援
の

展
開

と
し

て
、

話
し

か
け

る
と

き
の

留
意

点
（

ご
く

自
然

に
、

特
別

ゆ
っ

く
り

話
さ

な
い

。
繰

り
返

す
か

、
短

く
わ

か
り

や
す

い
言

葉

に
変

え
て

話
す

。
話

し
手

が
光

に
向

か
う

位
置

に
立

ち
、

口
の

動
き

や

表
情

が
相

手
に

よ
く

見
え

る
よ

う
に

、
複

数
の

人
が

同
時

に
話

を
す

る

場
で

は
、

発
言

者
が

手
を

あ
げ

て
一

人
ず

つ
順

に
発

言
）
。

③
家

族
へ

の
か

か
わ

り
と

し
て

、
聴

覚
障

害
に

対
す

る
理

解
を

支
援

す
る

。

聴
覚

障
害

者
は

情
報

が
入

り
に

く
く

、
状

況
が

わ
か

ら
ず

疎
外

感
を

感

じ
る

こ
と

を
理

解
し

て
も

ら
う

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

を
当

事

者
と

家
族

が
お

互
い

に
確

認
す

る
。

同
じ

障
害

の
あ

る
仲

間
と

交
流

の

機
会

を
持

つ
こ

と
も

大
事

で
あ

る
こ

と
を

家
族

に
理

解
し

て
も

ら
う

。

補
聴

器
に

つ
い

て
も

、
補

聴
器

の
調

整
に

時
間

が
か

か
る

こ
と

な
ど

、

家
族

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

含
め

支
援

す
る

。

福
祉

制
度

や
情

報
機

器
等

の
利

用
に

つ
い

て
、

自
治

体
に

確
認

す
る

こ
と

を
勧

め
て

い
る

。
情

報
機

器
の

一
覧

表
あ

り
。

最
後

に
、

事
例

で
、

本
人

の
状

態
の

確
認

、
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

の
対

応
、

専
門

職
と

の
連

携
に

つ
い

て
記

述
あ

り
。

合
計

10
ペ

ー
ジ

①
4
ペ

ー
ジ

②
1.

5ペ
ー

ジ

③
1.

2ペ
ー

ジ
 

 
（

40
行

）

④
1.

4ペ
ー

ジ

⑤
事

例
1.

7ペ
ー

ジ

13
介

護
福

祉
士

介
護

福
祉

士
養

成
講

座
障

害
の

理
解

介
護

福
祉

士
養

成
講

座

編
集

委
員

会
20

19
中

央
法

規

第
2
章

　
障

害
別

の
基

礎
的

理
解

と
特

性
に

応

じ
た

支
援

Ⅰ
　

第
4
節

　
聴

覚
・

言
語

障
害

74
-7

9

1．
聴

覚
障

害
の

分
類

（
程

度
、

部
位

、
発

症
時

期
に

よ
る

分
類

）
。

2．
障

害
の

特
性

の
理

解
（

成
長

発
達

過
程

に
お

け
る

理
解

、
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

制
限

に
よ

る
生

活
上

の
困

難
）
。

3．
障

害
の

特
性

に
応

じ
た

支
援

と
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

手

段
（

補
聴

器
、

人
工

内
耳

、
筆

談
、

手
話

、
読

話
、

口
話

）
。

障
害

福
祉

制
度

に
よ

る
社

会
的

資
源

（
身

体
障

碍
者

手
帳

の
交

付
、

福
祉

用
具

の
活

用
、

合
理

的
配

慮
）
。

6
ペ

ー
ジ

14
看

護

系
統

別
看

護
学

講
座

　
専

門
分

野
Ⅱ

老
年

看
護

学
著

者
代

表
　

北
川

 公
子

20
24

医
学

書
院

①
第

4
章

　
高

齢
者

の
ヘ

ル
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

②
第

5
章

　
高

齢
者

の
生

活
機

能
を

整
え

る
看

護

③
第

5
章

　
高

齢
者

の
生

活
機

能
を

整
え

る
看

護

①
99

-1
01

②
20

1-
20

2
③

20
8-

21
0

①
聴

覚
の

構
造

と
変

化
（

純
音

聴
力

・
語

音
弁

別
能

・
老

人
性

難
聴

）
、

ア

セ
ス

メ
ン

ト
方

法
＊

生
理

学
変

化
と

難
聴

の
程

度
分

類
の

図
表

含
む

。

②
「

高
齢

者
に

お
こ

り
や

す
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
障

害
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

」
の

一
部

と
し

て
、

老
人

性
難

聴
の

原
因

と
症

状
、

ア
セ

ス
メ

ン

ト
方

法
を

掲
載

。

③
「

難
聴

や
視

力
障

害
を

も
つ

高
齢

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
」

の
一

部
と

し
て

、
難

聴
の

あ
る

高
齢

者
に

共
通

す
る

留
意

点
、

補

聴
器

を
使

用
し

て
い

る
高

齢
者

の
場

合
、

視
覚

聴
覚

二
重

障
害

の
高

齢

者
へ

の
対

応
に

つ
い

て
も

解
説

。
そ

の
中

で
「

看
護

師
も

補
聴

器
に

つ

い
て

最
低

限
の

知
識

を
も

ち
、

補
聴

器
を

も
っ

て
い

る
高

齢
者

に
は

、

で
き

る
だ

け
使

用
す

る
よ

う
に

す
す

め
る

」
こ

と
、

補
聴

器
を

所
持

し

て
い

る
高

齢
者

、
必

要
に

応
じ

て
耳

鼻
科

受
診

を
す

す
め

る
こ

と
を

述

べ
て

い
る

。

補
聴

器
に

つ
い

て
写

真
つ

き
で

紹
介

。

①
2
ペ

ー
ジ

 
 

（
36

行
）

②
13

行

③
33

行
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N
o.

資
格

分
類

本
の

タ
イ

ト
ル

編
者

出
版

年
出

版
社

章
ペ

ー
ジ

記
述

ま
と

め
記

述
量

15
看

護

系
統

別
看

護
学

講
座

　
専

門
分

野
Ⅱ

老
年

看
護

　
病

態
・

疾

患
論

　
第

5
版

鳥
羽

 研
二

、
佐

々
木

 
英

忠
、

荒
井

 啓
行

、

秋
下

 雅
弘

、
海

老
原

 
覚

、
角

 保
徳

20
18

医
学

書
院

第
4
章

　
高

齢
者

の
疾

患
の

特
徴

　
L
感

覚
器

の
疾

患
　

⑤
難

聴
25

4-
25

6

伝
音

難
聴

と
感

音
難

聴
、

老
人

性
難

聴
、

耳
垢

塞
栓

、
慢

性
中

耳
炎

、
老

人
性

難
聴

の
治

療
に

つ
い

て
は

難
聴

者
の

聞
こ

え
方

の
特

徴
と

補
聴

器
に

つ
い

て
概

要
が

説
明

さ
れ

て
い

る
。

看
護

上
の

注
意

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
分

か
り

や
す

い
言

葉
で

端
的

に
表

現
さ

れ
て

い
る

。
例

え
ば

、
「

ふ
つ

う
の

声
で

、
表

情
や

息

づ
か

い
を

見
な

が
ら

、
語

尾
を

は
っ

き
り

話
す

と
よ

い
。
」

表
情

が
わ

か
る

よ
う

に
正

面
を

向
き

、
耳

元
で

は
ふ

つ
う

の
声

な
ど

を
記

載
。

近
年

の
難

聴
と

認
知

症
と

の
関

連
に

つ
い

て
も

記
述

さ
れ

て
い

る
。

3
ペ

ー
ジ

（
52

行
）

16
看

護
N

U
RS

IN
G

 
G

RA
PH

IC
U

S

老
年

看
護

学
①

高
齢

者
の

健
康

と
障

害
 

第
7
版

 

編
者

：
堀

内
 ふ

き
、

諏
訪

 さ
ゆ

り
、

山
本

 
恵

子

20
24

M
C
メ

デ
ィ

カ
出

版

①
1
高

齢
者

の
理

解
　

5
加

齢
に

伴
う

変
化

　
　

5
高

齢
者

の
理

解
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

②
4
高

齢
者

看
護

の
基

本
　

5
高

齢
者

に
よ

く

み
ら

れ
る

疾
患

　
9
皮

膚
・

感
覚

器
系

③
6
生

活
を

支
え

る
看

護
　

1
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン

①
75

②
24

4-
20

2
②

30
6-

30
8

①
老

人
性

難
聴

の
特

徴
を

踏
ま

え
「

は
っ

き
り

話
し

」
「

ゆ
っ

く
り

話
す

」

「
自

然
な

声
の

大
き

さ
」

に
つ

い
て

、
認

知
機

能
低

下
の

可
能

性
を

考
慮

し
「

文
章

は
短

く
、

単
語

は
平

易
に

」
「

わ
か

ら
な

い
と

き
は

言
い

換
え

る
」
「

わ
か

ら
な

い
と

き
に

は
書

く
」

な
ど

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ

い
て

記
載

。

②
感

音
難

聴
と

伝
音

難
聴

に
つ

い
て

7
行

程
度

で
説

明
。

③
聴

覚
機

能
の

観
察

ポ
イ

ン
ト

を
表

に
ま

と
め

提
示

、
感

覚
機

能
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

。

＊
専

門
医

の
受

診
を

勧
め

る
こ

と
が

表
記

さ
れ

て
い

る
が

、
補

聴
器

の
記

述
は

少
な

い
。

①
16

行

②
8
行

③
34

行

17
看

護
N

U
RS

IN
G

 
G

RA
PH

IC
U

S

老
年

看
護

学
②

高
齢

者
看

護
の

実
践

　

第
7
版

編
者

：
堀

内
 ふ

き
、

諏
訪

 さ
ゆ

り
、

山
本

 
恵

子
 

20
23

M
C
メ

デ
ィ

カ
出

版

1－
4　

高
齢

者
の

生
活

を
支

え
る

看
護

　
活

動
と

休
息

を
整

え
る

看
護

12
0-

12
3

「
高

齢
者

の
聴

覚
障

害
の

背
景

と
特

徴
」

に
つ

い
て

、
感

音
性

難
聴

お
よ

び

語
音

の
聞

き
取

り
や

子
音

の
置

き
換

え
、

W
H

O
の

難
聴

の
程

度
を

紹
介

「
聴

覚
障

害
の

あ
る

高
齢

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
に

つ
い

て
5
つ

の
ポ

イ
ン

ト
を

解
説

。
補

聴
器

使
用

時
は

低
音

で
話

す
よ

う
に

説
明

し
て

い
る

。

「
補

聴
器

の
使

用
」

に
つ

い
て

は
、

購
入

前
に

耳
鼻

科
専

門
医

を
受

診
す

る

こ
と

、
補

聴
器

の
種

類
を

図
表

に
提

示
し

、
特

に
初

め
て

補
聴

器
を

使
う

時
に

つ
い

て
も

詳
細

に
解

説
。

補
聴

器
は

高
齢

者
の

ス
テ

ィ
グ

マ
と

も
つ

な
が

る
こ

と
、

人
に

知
ら

れ
た

く
な

い
な

ど
の

心
理

を
記

載
。

3
ペ

ー
ジ

（
72

行
）

18
看

護
新

体
系

　
看

護

学
全

書

老
年

看
護

学
①

老
年

看
護

学
概

論
／

老

年
保

健

編
集

　
亀

井
 智

子
20

20
メ

ヂ
カ

ル
フ

レ
ン

ド
社

第
1
章

　
高

齢
者

の
理

解
　

Ⅲ
高

齢
者

の
身

体

的
特

徴
　

C
身

体
機

能
の

加
齢

変
化

と
日

常
生

活
へ

の
影

響

13
-1

4

感
覚

器
系

の
機

能
の

変
化

と
し

て
、
「

聴
力

：
高

音
域

か
ら

中
音

域
の

聴
力

低
下

、
語

音
の

弁
別

機
能

の
低

下
」

を
説

明
。

疾
患

・
外

観
上

の
変

化
・

日
常

生
活

の
変

化
と

し
て

、
「

日
常

会
話

の
聞

き

取
り

障
害

」
「

音
声

と
し

て
聞

こ
え

て
も

言
葉

の
意

味
の

理
解

が
困

難
」

で

あ
る

こ
と

を
解

説
。

2
行

程
度

19
看

護
新

体
系

　
看

護

学
全

書

老
年

看
護

学
②

健
康

障
害

を
も

つ
高

齢

者
の

看
護

編
集

　
亀

井
 智

子
20

20
メ

ヂ
カ

ル
フ

レ
ン

ド
社

第
4
章

　
高

齢
者

特
有

の
疾

患
と

看
護

　
Ⅹ

感

覚
器

疾
患

と
看

護
　

E
難

聴
26

9-
27

2

伝
音

難
聴

と
感

音
難

聴
、

検
査

・
診

断
・

治
療

の
特

に
検

査
は

分
か

り
や

す
く

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

視
点

、
目

標
と

看
護

の
中

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
補

聴
器

・
代

替
の

活
用

に
つ

い
て

概
略

を
述

べ
て

い
る

。

聞
き

取
り

や
す

い
環

境
の

中
で

、
日

常
生

活
に

お
け

る
危

機
回

避
に

つ
い

て
、
「

ゆ
っ

く
り

と
低

め
の

声
で

、
短

い
文

章
で

話
す

」
「

表
情

や
口

唇
の

動
き

が
見

や
す

い
状

況
（

対
面

で
、

部
屋

を
明

る
く

し
て

）
話

す
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。

75
行

20
看

護

学
習

参
考

書
　

根
拠

が
わ

か
る

シ
リ

ー
ズ

看
護

実
践

の
た

め
の

根

拠
が

わ
か

る
老

年
看

護

技
術

編
者

　
泉

 キ
ヨ

子
、

小
山

 幸
子

20
22

メ
ヂ

カ
ル

フ
レ

ン

ド
社

①
第

Ⅱ
章

　
老

年
看

護
の

た
め

の
基

本
技

術
　

1
老

年
看

護
に

必
要

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
技

術
　

系
統

別
ア

セ
ス

メ
ン

ト
　

8）
感

覚
器

系
機

能

②
第

Ⅱ
章

　
2
老

年
看

護
に

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術

①
35

-3
6

②
50

-5
9

①
外

耳
・

中
耳

・
内

耳
の

加
齢

変
化

が
記

載
さ

れ
、

老
人

性
難

聴
の

特
徴

、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

際
の

た
め

の
問

診
・

視
診

に
つ

い
て

解
説

し
、

年

齢
別

平
均

オ
ー

ジ
オ

グ
ラ

ム
の

図
を

提
示

し
て

い
る

が
、

図
の

説
明

は

な
い

。

②
加

齢
に

よ
る

聴
覚

機
能

の
特

徴
は

感
音

難
聴

、
伝

音
難

聴
や

聴
こ

え
方

の
特

徴
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

 
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
し

て
聴

覚
機

能
の

確
認

方

法
（

さ
さ

や
き

テ
ス

ト
・

指
こ

す
り

検
査

・
指

タ
ッ

プ
検

査
）

を
図

も

用
い

て
説

明
し

て
い

る
。

 
 

コ
ミ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

、
声

は
高

く
な

い
音

域
と

す

る
こ

と
、

大
き

な
声

を
出

そ
う

と
し

て
甲

高
い

声
に

な
る

と
聞

き
取

り

に
く

く
な

る
こ

と
を

触
れ

て
い

る
。

助
聴

器
（

も
し

も
し

フ
ォ

ン
）

を

写
真

つ
き

で
紹

介
。

①
19

行

②
半

ペ
ー

ジ
＋

 
 

40
行

、
図

表
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N
o.

資
格

分
類

本
の

タ
イ

ト
ル

編
者

出
版

年
出

版
社

章
ペ

ー
ジ

記
述

ま
と

め
記

述
量

21
看

護
看

護
学

テ
キ

ス

ト

老
年

看
護

学
概

論
　

「
老

い
を

生
き

る
」

を

支
え

る
こ

と
と

は

改
訂

第
4
版

編
集

　
正

木
 治

恵
　

真
田

 弘
美

20
23

南
江

堂
第

Ⅰ
章

　
老

年
看

護
学

を
理

解
す

る
た

め
の

基

盤
　

4
加

齢
と

健
康

20
-2

1

「
表
Ⅰ

-4
-1
身
体
機
能
の
加
齢
変
化
と
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
」
の

感
覚
器
系
の
身
体
機
能
の
老
性
変
化
と
し
て
、
蝸
牛
の
変
化
を
説
明
。

日
常

生
活

に
支

障
を

き
た

す
状

態
に

つ
い

て
は

、
高

音
性

難
聴

と
聴

き
取

り
に

く
さ

の
み

説
明

。

22
看

護
看

護
学

テ
キ

ス

ト

老
年

看
護

学
技

術
　

最

後
ま

で
そ

の
人

ら
し

く

生
き

る
こ

と
を

支
援

す

る 改
訂

第
4
版

編
集

　
正

木
 治

恵
　

真
田

 弘
美

20
23

南
江

堂

①
第

Ⅲ
章

　
高

齢
者

の
生

活
と

看
護

―
加

齢
変

化
と

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

技
術

　

9
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

②
第

Ⅳ
章

　
高

齢
者

に
特

徴
的

な
症

状
と

看
 

護
―

老
年

症
候

群
　

2
感

覚
機

能
障

害

①
12

7
②

16
6-

17
9

①
高

齢
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
影

響
す

る
要

因
と

し
て

感
覚

器
の

変
化

に
つ

い
て

、
老

人
性

難
聴

に
つ

い
て

4
行

で
説

明
。

高
音

域
や

言

葉
の

識
別

力
の

低
下

、
言

葉
の

識
別

、
高

音
域

の
聴

力
低

下
、

小
さ

い

音
声

、
摩

擦
音

が
聞

き
に

く
い

こ
と

を
説

明
。

②
聴

覚
障

害
の

病
態

と
生

理
学

的
特

徴
に

つ
い

て
、

生
活

へ
の

影
響

に
つ

い
て

視
覚

な
ど

の
各

感
覚

器
と

合
わ

せ
説

明
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
本

人

は
自

覚
し

に
く

く
、

受
診

行
動

が
遅

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

も
言

及
し

て

い
る

。

対
処

の
方

法
に

対
話

支
援

機
器

（
コ

ミ
ュ

ー
ン

）
を

紹
介

し
超

高
齢

社
会

に
お

け
る

環
境

づ
く

り
、

予
防

と
し

て
聴

覚
の

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

さ
さ

や
き

、
指

こ
す

り
含

む
）
、

老
人

性
難

聴
へ

の
介

入
と

し
て

補
聴

器
・

補
聴

器
装

用
す

る
高

齢
者

の
心

理
や

使
用

の
た

め
の

家
族

や
周

囲
の

支
援

、
補

聴
器

使
用

時
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

安
全

に
配

慮
し

た
環

境
支

援
を

19
行

、
事

例
を

挙
げ

て
6
ペ

ー
ジ

に
渡

り
説

明
し

て
い

る
。

6
ペ

ー
ジ

23
看

護
教

科
書

　
専

門

分
野

最
新

 老
年

看
護

学
　

第
4
版

監
修

：
水

谷
 信

子
、

水
野

 敏
子

、
高

山
 成

子 編
集

お
よ

び
執

筆
：

三

重
野

 英
子

、
會

田
 信

子
、

深
堀

 浩
樹

20
22

日
本

看
護

協
会

出

版
会

①
第

3
章

　
老

年
看

護
の

倫
理

的
課

題
と

対
応

　

A
高

齢
者

の
権

利
と

看
護

倫
理

②
第

4
章

　
健

康
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

く
加

齢
変

化
と

生
活

支
援

　
B
身

体
機

能
・

構
造

の
加

齢
変

化
と

生
活

へ
の

影
響

③
第

7
章

　
認

知
症

高
齢

者
の

看
護

　
D
認

知

症
高

齢
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

①
69

②
11

2-
11

3
③

32
8-

32
9

①
加

齢
に

伴
う

難
聴

や
視

力
障

害
に

よ
り

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

難
し

く
な

る
と

理
解

し
て

い
な

い
と

思
わ

れ
、

看
護

職
の

見
方

に
よ

っ
て

は

本
来

の
姿

を
見

失
い

、
高

齢
者

の
能

力
を

低
く

見
積

も
る

リ
ス

ク
に

つ

い
て

言
及

。

②
伝

音
性

難
聴

と
特

に
感

音
性

難
聴

、
老

人
性

難
聴

の
語

音
弁

別
能

、
周

波
数

選
択

制
の

低
下

、
時

間
分

解
能

の
低

下
と

生
活

へ
の

影
響

を
説

明
  

声
を
か
け
て
意
識
を
向
け
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
明
瞭
に
話
す
。 

感
音

性
難

聴
で

は
、

補
充

減
少

を
考

慮
し

、
大

き
す

ぎ
な

い
（

普
通

の

会
話

の
声

の
大

き
さ

：
60

㏈
）

低
め

の
声

で
話

す
よ

う
に

心
が

け
る

。

③
認

知
症

看
護

に
お

い
て

、
加

齢
に

伴
う

身
体

的
特

徴
に

配
慮

し
た

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
の

中
で

、
聴

力
低

下
が

あ
る

場
合

の
環

境

配
慮

や
話

し
方

と
し

て
、

声
の

高
さ

は
低

く
、

落
ち

着
い

た
声

で
ゆ

っ

く
り

と
滑

舌
よ

く
明

瞭
に

話
す

こ
と

、
書

き
言

葉
の

活
用

な
ど

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

を
説

明
し

て
い

る
。

①
5
行

②
2
ペ

ー
ジ

 
 

（
47

行
）

③
17

行

24
看

護

N
U

RS
IN

G
　

TE
X

TB
O

O
K
　

SE
RI

ES

老
年

看
護

学
―

健
康

生

活
を

支
え

る
高

齢
者

理

解
と

看
護

援
助

　
第

3
版

編
著

　
太

田
 喜

久
子

20
23

医
歯

薬
出

版
株

式

会
社

第
4
章

　
高

齢
者

の
健

康
生

活
状

態
の

特
徴

、

そ
の

変
化

と
看

護
援

助
　

第
7
節

話
す

・
聞

く
15

1-
15

6

聴
力

の
低

下
に

つ
い

て
、

伝
音

性
難

聴
と

特
に

感
音

性
難

聴
の

兆
候

、
図

に
て

加
齢

に
伴

う
聴

力
の

変
化

、
全

般
的

な
コ

ミ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
変

化
と

し
て

示
し

て
い

る
。

高
齢

者
自

身
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

話
し

方
（

ゆ
っ

く
り

と
話

し
て

も
ら

う
、

上
体

を
起

こ
し

横
隔

膜
を

下
げ

る
体

位
、

喀
痰

を
促

す
）

に
つ

い
て

、
相

手
の

会
話

の
特

徴
を

知
っ

て
い

る
人

が
い

れ
ば

、
聞

き
返

し
の

負
担

が
少

な
く

な
る

こ
と

を
説

明
。

話
す

・
聞

く
の

機
能

変
化

へ
の

援
助

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

の
一

つ
と

し
て

伝
音

性
難

聴
の

場
合

の
補

聴
器

の
使

用
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

が
、

具
体

的
な

機
器

の
説

明
は

な
い

。
補

聴
器

使
用

者
の

気
持

ち
に

留
意

し
な

が
ら

、
聴

力
検

査
や

補
聴

器
試

用
を

勧
め

る
。

36
行
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看護師の11冊のテキストに共通し掲載されていたのは、聴覚機能と難聴の分類、聴力の加

齢変化、難聴などのある高齢者とのコミュニケーションについてであったが、特に補聴器に関

する説明は各社によってその分量は異なっていた。

医学書院『老年看護学①　老年看護学』では、聴覚機能の変化と検査方法およびアセスメン

トについて、聴力の生理的変化の図、難聴の程度分類の表、2 頁（36行）で紹介している。ま

た、「高齢者におこりやすいコミュニケーション障害のアセスメント」について13行で説明し

ている。「難聴や視力障害をもつ高齢者とのコミュニケーションの方法」では33行、「視覚聴

覚二重障害の高齢者への対応」について19行で解説している。

医学書院『老年看護学②　老年看護　病態・疾患論』では、第 4 章では、感覚機能の構造図

と難聴の分類の図と難聴の治療や看護上の注意点を 3 頁（52行）で説明している。

MCメディカ出版『NURSING GRAPHICUS老年看護学①高齢者の健康と障害』では 3 章に

分け、高齢者の理解とコミュニケーション16行、高齢者によくみられる疾患の皮膚・感覚器

系 8 行、生活を支える看護のコミュニケーションのセルフケア支援について、高齢者自身への

アプローチとして、「自ら難聴であることを伝え、理解してもらえるような行動をとることを

促す」ことについても含め34行で説明している。

MCメディカ出版『NURSING GRAPHICUS老年看護学②高齢者看護の実践』では、3 頁（72

行）で解説している。難聴の分類や程度、コミュニケーションは32行、補聴器の種類と使用

について補聴器になれるまでの各段階は41行を割り当て、図表も用い述べている。

メヂカルフレンド社『老年看護学①老年看護学概論／老年保健』では、表1－7臓器・器官

別の主な加齢変化の表中、感覚器系の機能の変化として、「聴力：高音域から中音域の聴力低

下、語音の弁別機能の低下」を 1 行程度、疾患・外観上の変化・日常生活の変化として、「日

常会話の聞き取り障害」「音声として聞こえても言葉の意味の理解が困難」であることを 1 行

程度解説している。

メヂカルフレンド社『老年看護学②健康障害をもつ高齢者の看護』では、伝音難聴と感音難

聴、検査・診断・治療、アセスメントの視点、目標と看護の中でコミュニケーション補聴器・

代替の活用について、75行で解説している。

メヂカルフレンド社『看護実践のための根拠がわかる老年看護技術』では、老年看護に必要

なアセスメント技術として、聴覚の加齢変化、老人性難聴の特徴、アセスメントの実際のため

の問診・視診について年齢別平均オージオグラムの図を提示し19行で解説、コミュニケーショ

ンのアセスメントとして聴覚機能の確認方法（ささやきテスト・指こすり検査・指タップ検

査）を約半頁で図表を用い説明している。また、加齢による聴覚機能の特徴を16行、コミュ

ケーションのポイント助聴器（もしもしフォン）を写真つきで24行で解説している。

南江堂『老年看護学概論「老いを生きる」を支えることとは』では、表Ⅰ－4－1身体機能

の加齢変化と日常生活に支障をきたす状態として、感覚器系の身体機能の老性変化として、蝸

牛の変化などを 1 行程度で説明、日常生活に支障をきたす状態については、高音性難聴と聴き
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取りにくさについて 1 行で説明している。

南江堂『老年看護学技術　最後までその人らしく生きることを支援する』では、高齢者のコ

ミュニケーションに影響する要因として感覚器の変化と聞こえ方について 4 行、聴覚障害の病

態と生理学的特徴の中で、生活への影響について 7 行、対処の方法について25行で解説して

いる。また、予防の視点、聴覚のフィジカルアセスメント（ささやきテスト、指こすり検査含

む）、老人性難聴への介入として補聴器・補聴器装用する高齢者の心理や使用のための家族や

周囲の支援、補聴器使用時のリハビリテーションについて99行、安全に配慮した環境支援を

19行、事例を挙げて計 6 頁に渡り解説している。

日本看護協会出版会『最新 老年看護学』では、加齢に伴う難聴や視力障害によりコミュニ

ケーションが難しくなると理解していないと思われ、看護職の見方によっては本来の姿を見失

い、高齢者の能力を低く見積もるリスクについて 5 行で解説している。また、機能・構造の変

化と生活への影響について 2 頁（47行）、加齢に伴う身体的特徴に配慮したコミュニケーショ

ンの方法の中で聴力低下と認知症への配慮も含め、17行でコミュニケーションについて解説

している。

医歯薬出版株式会社『老年看護学―健康生活を支える高齢者理解と看護援助』では、聴力の

低下について、伝音性難聴と特に感音性難聴の兆候、図にて加齢に伴う聴力の変化、全般的な

コミュケーション変化について、26行で解説している。また、補聴器の使用については10行

で説明している。高齢者自身へのコミュニケーションに関するアプローチとして、義歯の使

用、ゆっくり話してもらうことを勧めるなどについても紹介している。

３．３　考察

各国家資格の出題範囲と教科書の分析結果を比較すると、教科書は出題範囲を網羅した内容

になっていたことが確認できた。聞こえの仕組みや難聴の種類については、分量に多少の違い

はあったが、いずれの資格においても共通して含まれていた。人体や発達の理解という点で

は、資格の種類にかかわらず、共通に理解しておくべき項目であると考えられる。

一方、難聴高齢者とのコミュニケーションや必要な環境構成、補聴器の取り扱いなどについ

ては、難聴高齢者の生活支援やケアを行う介護福祉士や看護師の教科書のみに含まれており、

理学療法士や社会福祉士等には、このような内容は含まれていなかった。つまり、介護福祉士

や看護師以外の資格では、難聴高齢者とのコミュニケーションに関する学習は、資格に必須の

内容ではないことが明らかになった。

しかし、理学療法士や社会福祉士を目指す学生でも、難聴の高齢利用者たちと接する機会は

あり、実習場面において看護学生たちと同様のコミュニケーションの戸惑いや困難感（清水，

2007；中本ら，2015）を感じるであろう。藤澤ら（2017）が指摘している通り、実習生は教員

たちが想像する以上に、実習に対しストレスを感じているため、事前に学ぶ機会があることが

望ましい。各資格とも、限られた授業時間の中で出題範囲に含まれていることを網羅する必要
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があり、教科書にない内容を授業内に含めることは困難であり、それは各大学の担当教員の専

門性と裁量に任されていると考えられる。教員の負担を増やさず、学生たちの事前の学びを促

進する方法を検討していきたい。

また、介護・看護系のテキストでは援助者が高齢者本人にどのようにかかわるかといった、

援助者によるコミュニケーション等の対応方法についての記述が多かった。しかし、難聴高齢

者の対応力向上を目指した高齢者本人と家族へのアプローチについては記述が少なかった。高

齢者が受動的なコミュニケーションだけでなく、自発的なコミュニケーションを可能にし、

QOLの向上に繋げるため、また難聴高齢者と家族とのコミュニケーションを円滑にするため

にも、難聴高齢者やその家族に対するアプローチについて今後、検討を行いたい。

本研究では、出題範囲と教科書からの分析を行ったが、実際の教育ではどのようなことが行

われているかは、今後の課題として残された。また、聴覚障害に直接的に関わる言語聴覚士養

成における出題基準とテキスト内容の分析と他の専門職教育のテキスト内容の差異について

も、今後の検討課題である。
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Current Status of Education on Age-Related Hearing Loss 
at Professional Training Schools for Health and Welfare 

Professions:
The Criteria for the National Examinations and Textbooks

Tomoko Sano, Tomoko Ogawa, Keiko Morita, Hisao Osada

Abstract

This study aims to clarify the current education status on age-related hearing loss in health and welfare 

professional training schools according to each certification’s examination criteria and textbooks. The 

study examined the current state of education on age-related hearing loss and communication with the 

elderly with hearing loss at training schools. We extracted items related to hearing impairment in old age 

and communication with the elderly with hearing loss from the national examination standards and 

textbooks for physical therapists, occupational therapists, social workers, psychiatric social workers, care 

workers, and nurse certifications. The current status of education on age-related hearing loss and 

communication with the hearing impaired and hard-of-hearing elderly at training schools was examined. 

The analysis of the scope of the national examinations and a total of 24 textbooks revealed that the 

common items for these certifications were the mechanism of hearing and types of hearing loss. On the 

other hand, items related to communication with the elderly with hearing loss were included for care 

workers and nurses who assist and care for the elderly, but not for the other qualifications. The results 

from the textbooks were consistent with the question criteria, confirming that the textbooks reflected the 

scope of the questions well. However, it remains to be seen how the actual education was provided in 

practice. This issue is of paramount importance and requires immediate attention.

Keywords: age-related hearing loss, communication, health-and welfare professionals, textbooks, 

criteria for the national examination




